
大電力増幅器の技術�

�
High-power amplifier technologies

SK-10など初期システムで30GHz帯に使われた。�
大電力増幅器では、高出力、高能率のため、増幅素子�
にクライストロンが用いられた。その後研究の進展と�
方式見直しにより、それまでのような大出力が不要となり、
逆に複数の中継器が利用できる広帯域性が�
求められるようになり、広帯域性に優れ、小型・軽量かつ�
高効率などの利点をもつヘリックス形進行波管（TWT）
が使用されるようになった。さらに、初期のヘリックス形
進行波管では、連続使用に限界があるため、半分の�
時間帯しか送信できなかったが（DUTY 50%）、�
新型TWTの開発で常時通信が可能となって、�
DYANET-Xなど新しい利用への道が開けた。�
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